
参加申込方法について

ＨＡＳ研 第５３回研究会 プログラム

開催日時．２０２６年３月１０日（火） １３:１０～１６:５０

開催場所．ＴＫＰ東京駅カンファレンスセンター１１階 カンファレンスルーム１１Ⅾ
および Zoomウェビナー （ハイブリッド形式）

＜オンラインの接続方法はご参加登録後に別途メールにてご案内いたします＞

(Ｈｉｔａｃｈｉアカデミックシステム研究会)

テーマ： 『 環境とロボティクス ～極限のフィールドから社会インフラまで
実世界に実装される自律システム～ 』

・下記のＵＲＬのフォームよりお申し込みください。（〆切は３月３日(火) です）

https://forms.gle/RHvuDbE9yptwRjBk8

・参加費は無料です。

・参加申込みについてのお問合せは、下記メールアドレスまでお願いいたします。

Ｅ－ｍａｉｌ has-sec@itg.hitachi.co.jp

※お申し込みは先着順です。現地参加者数上限は30名、オンライン参加者数上限は350名です。
上限を超えた場合、お断りさせていただくことがありますので、ご了承ください。

※お申し込みは参加者ご本人様にてお願いいたします。

会場アクセス

ＴＫＰ東京駅カンファレンスセンター
（東京都中央区八重洲１丁目８−１６ 会場:11階）

■JR 東京駅八重洲中央口徒歩1分

■東京メトロ丸ノ内線 東京駅 自由通路経由 徒歩7分

https://www.kashikaigishitsu.net/facilitys/cc-tokyoeki-central/access/経路案内URL
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（敬称略）

■ 開会挨拶

・ Ｈｉｔａｃｈｉアカデミックシステム研究会 会長 三木 良雄 （工学院大学 教授）

第５３回研究会  １３ :１０～１６:５０
 『環境とロボティクス ～極限のフィールドから社会インフラまで 実世界に実装される自律システム～』

プログラム

■ 講演 １３:２０～１４:００

「ＡＩ・ロボットを基軸とする農業ＤＸの未来」

■ 講演 １４:１０～１５:００ （リモート講演）

「現場作業の自律動作能力を拡張しEmbodied AI
へと進化するロボティクス」 

■ 講演 １５:１０～１５:５０

株式会社日立製作所 研究開発グループ
Digital Innovation R&D
モビリティ＆オートメーションイノベーションセンタ

プロジェクトマネージャ 野口 直昭

Hitachiアカデミックシステム研究会とは・・・

日立の情報システム･ソリューションを学術研究・教育の分野で活用し

ている者が中心となり、管理運営するボランティア研究会です。

会員相互の研鑚と技術・情報の交流促進に寄与することを目的とし

ています。 http://www.has.or.jp/

北海道大学大学院農学研究院 研究院長 ・ 教授

野口 伸

「SIP スマートインフラ サブ課題A 『土工事の自動施工技術』
の研究開発のご紹介と社会実装に向けた取り組み」

筑波大学 システム情報系 教授

永谷 圭司
労働力不足が深刻化する中、建設現場では省人化と生産性向上が強く求められ
ており、土工事における自動施工技術への期待が大きく高まっています。一方、自
然環境を対象とする土工事は、環境条件が多様であるため、自動化技術の実工事
への適用は、まだ十分に進んでいません。そこで我々は、土工事の自動化を目指
した技術開発と、技術の社会実装に向けた取り組みを推進してきました。
本講演では、この自動施工技術の概要に加えて、社会実装に向けた方策を紹介
します。本講演が、皆さまの技術の社会実装を進める際のヒントとなれば幸いです。

【講師プロフィール】

1997年 筑波大学大学院博士課程修了。博士（工学）。カーネギーメロン大学 機械工学科（ポストドクトラルフェロー）、岡山大
学 大学院 自然科学研究科 講師、東北大学 大学院 工学研究科 准教授、東北大学 未来科学技術共同研究センター 准教授、
東京大学大学院工学系研究科 特任教授を経て、現在、筑波大学 システム情報系 教授。SIP 「スマートインフラマネジメントの
構築」 サブ課題A の研究開発責任者。フィールドロボティクスの研究に従事。日本ロボット学会、計測自動制御学会、日本機械
学会、土木学会、IEEE等の会員。著書：「不整地移動ロボティクス（編著）」。

【講師プロフィール】

1999年日立製作所に入社。昇降機の制振、耐震、駆動に関する研究開発に従事。2007年度 日本機械学会奨励賞受賞。
2019年から2024年まで、研究開発グループ ロボティクス研究部部長を務め、フィールドロボット、サービスロボットなどの研究
マネジメントに従事。2024年より内閣府・ムーンショット型研究開発（目標３）「一人に一台一生寄り添うスマートロボット」研究
テーマにおいて、課題推進者（PI）として本プロジェクトを推進。日本機械学会関東支部役員、日本ロボット学会理事などを
歴任。博士（工学）、日本機械学会会員、日本ロボット学会会員、IEEE会員。

製造業、物流、建設業、インフラ保守現場における労働力不足と生産性向上
は喫緊の課題となっています。この解決策として、現場で人間と安全に協働で
きるAIロボットへの期待が高まっています。同時に、Physical AIやロボット基盤
モデルへの注目が高まっており、多様な汎用タスクを自律的に実行するAIが
急速に進展しています。
本発表では、これらに関連する日立のAIロボットへの取り組みを紹介すると
ともに、AIの進化をEmbodied AI、すなわち身体知を持つAI の方向性で捉え
て、その将来展望について述べます。

・ 株式会社日立製作所 公共部門 代表

■ 総会

・ Ｈｉｔａｃｈｉアカデミックシステム研究会 会長 三木 良雄 （工学院大学 教授）

■ 閉会挨拶

・ Ｈｉｔａｃｈｉアカデミックシステム研究会 副会長 大瀧 保広 （茨城大学 教授）

農業は私たちの生活と命を支える人類生存に必須の営みであり、その持続性を
確保するために技術革新が強く求められており、スマート農業技術の研究開発は
世界的に活発に行われている。今後のスマート農業は農業支援サービス事業者が
利用できる高度な技術である必要がある。ロボット農機は自動化から知能化に進化
し、これまで以上にデータの利活用が重要になる。
本講演ではリモート農業、AIロボット、デジタルツインなど次世代スマート農業の
姿を論じる。

【講師プロフィール】

1990年北海道大学大学院博士課程修了。農学博士。 1990年北海道大学農学部助手、1997年助教授、2004年教授。
2023年農学研究院長（現在に至る）。 この間、日本学術会議会員（第20～22期）、日本学術振興会学術システム研究セン
ター専門研究員(2006-2009年)、 内閣府戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)第1期「次世代農林水産業創造技術」
プログラムディレクター（2016-2019年) 日本農業工学会会長(2021-2024年)など歴任。農業ロボットなどスマート農業に関する
研究に従事している。近著に「スマート農業の基本」（誠文堂新光社）がある。

■ 意見交換会 （現地参加のみ） １７:００～１８:００

■ パネルディスカッション １６:００～１６:３０

http://www.has.or.jp/
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